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１．はじめに

最初にお話ししたいことは、NHK大河ドラマ

の龍馬伝の中に出てくる岩崎彌太郎についてのエ

ピソードである。現在の「ひふみ」という商品の

在り方を決める大きなきっかけになった。ドラマ

の中で、大成功する前の岩崎彌太郎は、木材を大

量に安く仕入れることができたので、それを売っ

て儲けようともくろんだ。一軒一軒訪問して木材

を売って回ったが全く売れなかった。どうしたら

売れるだろうかと彌太郎が奥さんに相談したとこ

ろ、おまけをつけたらどうかと言われた。そこで

端材を利用して人形を作って、木材を購入してく

れれば人形をおまけとしてあげることにした。大

量の人形を作り、おまけ付きで木材を売ろうとし

たがそれでも全く売れなかった。ところが、ある

ところで、木材はいらないがトイレが壊れている

ので、トイレを修理してくれたら使った分だけ木

材を買ってもよいと言われた。彌太郎は手先が器

用だったので、即座にトイレを修理して代金を得

た。お客からは、「彌太郎さん、ありがとう。清

潔なトイレができて快適な生活ができるようにな

った」と言われた。彌太郎はそのときにお客は木

材が欲しいのではなく、木材を使った快適な生活

が欲しかったということに気が付いた。木材はお

客にとっておまけにすぎなかったのである。以上

が、岩崎彌太郎がその後の商売で成功するきっか

けとなったという龍馬伝でのエピソードである。

私は、そのエピソードを見て、投資信託も「お

まけ」だということに気が付いた。この業界の人々
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